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桃
倒
木

小
泉
恵
袋
奈
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空
通
聖
堂
数
重
な
ら
び
に
島
周
拶

N
e
t
-
-
9

緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
説
明
会

a
E
司

三;;三・
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山
月
四
日
闘
か
ほ
く
市
作
伎
の
馳
首
隙
が
い
者
を
対
級
に
交
通

安
全
殺
実
『

N
e
t
-
-
9

緊
急
過
純
一
ン
ス
テ
ム
」
設
盟
主
開

催
し
ま
し
た
・
油
価
帽
答
申
京
将
交
通
離
の
指
樽
の
も
と
交
通
安
全
に

附
す
る
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

D
V
D

を
使
別
し
て
多
行
者
自
伝
車
使

m
者
の
交
通
ル

I
ル
を
儲
認
し
そ
の
後
、
サ
イ
ク
ル
シ
ミ
ュ
レ
ー

タ
を
使
別
し
て
自
伝
車
迎
鉱
時
の
危
険
予
測
体
肢
を
行
い
ま
し
た
.

交
通
安
全
教
室
の
後
「

N
e
t
-
-
9

緊
急
遇
制
シ
ス
テ
ム
」
の

貌
明
会
を
行
い
ま
し
た
・
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
聴
覚
宮
郎
防
白
等

を
埋
山
に
包
括
青
山
戸
を
使
川
し
て
繁
急
通
総
す
る
こ
と
が
出
来
な

い
方
が
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
や
メ

1
ル
、
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
を
使
川
し
て
、

救
助
を
袈
閉
で
き
る
と
い
う
も
の
で
す
.
参
加
者
の
中
に
は
.
事
紋

に
あ
っ
た
際
に
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
使
川
し
て
救
魯
車
を
呼
び
救
助

さ
れ
た
カ
が
お
り
、
「
も
っ
と
多
く
の
聴
覚
障
が
い
者
に
知
っ
て
ほ

し
い
』
と
話
し
て
い
ま
し
た
.

車しく健厳づくり

9
月
四
日
石
川
県
麟

隼
中
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
凶
会
市
務
同
の
み
な
さ

ん
と
交
流
会
を
行
い
ま
し

た
・
保
鎚
附
に
よ
る
時
却
処

催
予
防
措
雌
す
こ
や
か

体
機
の
後
備
校
げ
大

A誌

を
行
い
ま
し
た
.

醐"信

努宮署2rf大会予猷会
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園園警重品[
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園園
戸酬ですか民生委員・児童委員 1-

.70館以上の一人くらし高齢者を定期的に助問します. I
・ 7 0践以上の二人くらし高齢者を偲鎚します. \、

.市役所や争i 協から依頼を畳け。試になる l山?を紡問し状況を6躍起します.

.小中学校と連機し.世代間交流をすすめます.

.区長や地域福祉推進nと辿撚し活動します.

.各輔研修会に参加し、見聞を深め目指見の向上に努めます。

-・~"I叫J:i:ffl."蔵.'1.i~C::::H.・・

民
生
委
同
胞
部
嵐
官
民
間
叫
助
事
例
制
汗

ｭ

小
・
巾
晶
子
般
の
ヨ
徒
が
作
成
し
た
絵
業
御
を
、

日
ご
ろ
見
守
り
助
附
し
て
い
る
-
人
研
ら
し
尚

齢
問
者
の
お
宅
へ
お
配
り
し
ま
し
た
・

コ
ロ
ナ
鍋
で
、
人
と
の
附
わ
り
が
少
な
く
な

っ
て
い
る
た
め
、
小
中
学
生
の
優
し
い
心
迎

い
が
崩
き
地
域
の
つ
な
が
り
が
深
ま
る
こ
と

を
阪
い
ま
し
た
.

官
侭
岡
由
時
間
叫
@
開
園
田
幽

b

ｭ•

ｭ•

品
伊
、
、
れ

同
川
、F
蜘
暗
ま

収
集
日動

す
な
ま
と
い
彼
て
ぎ
つ
な

担
つ
を
の
祉
へ哨

醐
岨
剛

て
て

た
と
に
字訓

酬

の
相
民
な碓

組
柑
閥

抗
棚

盤
、
児
リ

守

員
見
曇
を陸

一
輔

-

ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
経
山
し
て
耳
が
不
白
山
怠
方
か
ら

区
町
会
に
関
係
す
る
相
践
を
受
け
、
町
会
へ
の
つ
な
者
晶
と

内
脅
を
わ
か
り
や
く
伝
え
る
な
ど
の
般
助
を
し
ま
し
た

世
備
を
日
ご
ろ
か
ら
気
に
か
け
‘
出
入
り
し
て
い
る
ケ
ア
マ

キ
ジ
ャ
!
符
支
級
者
と
麟
の
見
え
る
関
係
性
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
ス
ム
ー
ズ
に
問
題
解
決
し
ま
し
た
・

ｭ•

ｭ•-圃固・

毎
年
四
月
の
織
来
た
す
け
る
い
逮
動
で
は
、
か
ほ
く
市
共
同

募
金
会
・
か
ほ
く
市
社
会
編
祉
協
峨

A誌
の
依
頼
を
受
け
観
助

を
必
要
と
す
る
方
た
ち
が
明
る
い
お
軍
"
を
迎
え
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
様
末
見
舞
金
や
滋
来
慰
問
品
を
お
附
け
し
て
い
ま
す
.

7 ，E! 31 日字ノ気中学絞-"0"員から

民生3委員へ民された暑中お見舞い

の絵穣.

開"か'"布社.，ごより~



自支援冨ヨ議忽沼ヨ還ヨ1(-制強硲ti推進叫'q)紹流

・・・濁鋭機購毅絞・・・
重量墨聾2F号匂苓=タ=甜強運富島匙車場ら

地域貴顕・社主貰源の把握

地峡の支え合い活動を杷鉛

します.

活動の場・担い手の尭掘

地機での回りごとと地域で

できることをつなげるお手

伝いをします.

生活支援ニーズの把鐸・共有

曽段の生活で珂になるなや困

ったなを絡組して地峡のこれ

からを共に考えます.

困りごとに対するサ ピス

情報の提出共

地岐にとって必躍な間報を

お伍えします.

お問い合わせカ吋まく市社会福祉協議会{いきいきステション剛担当宮崎砲076-285-200.:1

終嗣同幕馳壷宙窃

運轟堅 歳駅宋耽…た日問す刊向け崎一あ
10月 1 日から「治亦ミい羽桜j共色同捗金J 巡動が2爽1従5施されてい

ます.また. 12111 日からは「援米たすけあい募金J 越動

が始まりました.

「歳未たすけあい事長金」は 支慢を必要とされているかほく市内の

ご家催、施設を利川されている方、附がいのある方や子供たちのた I'=~ニァ

めに役立てられます. _ ~ ~~_~. . ~._~ L__'. ~~ 1 0\'- ι噸刷 m・'
みなさまのあたたかい島監をお願いします. L.斗孟二 ιιιL-

III!園石 J II悶駐割配布共同臨買会側〈商社会福祉幽会川 町田 i蜘

に
"'~U1-A~"'1 ぃ

r.' ",.":0 ,';"(,1

・凪ー・ 6
",± ...-.‘・ ..

た〈さんの )j から福祉 l川 i にとご術附をいただきました.みはさまからの笥附合はし峰崎福祉の li'l 上を

II 的に社会保祉協議会が推進する社会副祉市来に抗川させていただきます. (順不同)

援社会儲祉協総会への膏附金" 所得険住民観め鐙除対象に f，ります.

.市内匿名 1名

次の li か勺プルタプの収集にご協力いただきました.

.かほ〈市立河北台中学校健 .駒持嫌代織

ほホ{程名町 iiI 持のみなさまか七九制?師み切手 幽日部みイム〆クカートリツンの収集にご..加、ただきました.
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